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粛
'慎
桔
矢
関
す
の
o 
五
胡
十
六
国の
波
澗の
時
代が
展
開さ
れつ
つ
ある
四
世
紀
前
半 、
後
超
天王
石
勤
は 、
前
趨
劉
氏を
攻
破
し
て
華
北
をほ
ぼ
平
定
し 、
東正日
威
和
五
(一一一一ニ
O)
年
九
月
皇
宥
位に
即い
た。
改
元
し
て
建
平
と
号し 、
裏
国
よ
り
臨
湾に
都し
た。
晋
書巻一
O
五・
石
助
載
記
(
以
下
石
勤
載
記とい
う)
に
よ
れ
ば 、
こ
の一
連
の
記
事
の
中
で 、
時
高
句
麗・
粛
慎
致
其
桔
矢 。
字
文
屋
孤
並
献
名
馬
子
勤 。
と
記し 、
さ
らに 、
石
勤の
皇
帝
即
位を
賀
す
る
た
め 、
涼
州の
牧
張
駿に
よ
り
「
奉
国
送
高
昌
子
賓
蔀
善
大
宛
使
献
方
物」
と
さ
れ 、
晋の
荊
州
牧
陶
侃は
「
聴
子
勃
致
江
南
之
珍
賓
奇
獣」
と
あ
り 、
ま
た
秦
州か
ら
は
「
迭
白獣 、
白
鹿」 、
荊
州
か
ら
「
白
雄 、
白
兎」 、
済
陰か
ら
は
「
木
連
理」
等々
の
祥
瑞
を
示
す
献
上口聞
が
あ
っ
た
と
記
す 。
こ
れ
らの
記
事は
新の
王
奔の
建
国
直
前
に
お
け
る
瑞
祥
記
事
や 、
西
晋の
文
帝
司
馬
昭の
三
国
説に
お
け
る
相
国
府へ
の
朝
賀
記
事
と
類
似
す
る
もの
が
ある 。
とこ
ろ
で
石
勃
載
記
に
よ
れ
ば 、
桔
矢・
名
馬
を
献じ
た
使
者に
対し
た
石
勤は 、
粛
慎
の
搭
矢
に
関
す
る一
試
論
試
論
飯
塚
勝
重
勃
因
饗
高
句
麗・
宇
文
屋
孤
使 。
酒
酎
謂
除
光
目 。
朕
方
自
今
開
基
何
等
主
也 。
野
日
(
略)
群
臣
皆
頓
首
穂
高
歳 。
と
群
臣
と
も
ど
も
饗
応し
た
と
あ
る 。
こ
の
群
巨
饗
応
につ
い
て
太
平
御
覧
巻
二一
0・
偏
覇
部
後
越に
引
く
星
鴻
十
六
国
春
秋
後
趨
録は
建
平三
(三一一一
己
年
正
月の
こ
と
と
する
が 、
高
句
麗・
字
文
氏につ
い
て
は
触
れて
い
ない 。
資治
通
鑑
も
同
様
と
し 、
同巻
九
五・
成
和
七
年
春
正
月に
「
趨
王
勤
大
饗
群
臣」
と
し 、
胡
三
省
注
は 、
考
異
目 。
菅
春
秋
云 。
陶
侃
遺
使
聴
後超 。
越
王
勤
饗
之 。
按
侃
輿
勤
必
無
遁
使
之
理 。
今不
取 。
載
記
云 。
助
国
饗
高
句
麗・
字
文
屋
孤
使 。
今
但
云
饗
群
臣 。
と
述べ 、
高
句
麗・
字
文
氏へ
の
設
宴
を
否
定
し
て
い
る。
こ
れ
は 、
い
く
ら
酒
宴の
席で
あ
れ 、
外
国
使
臣の
間
前で
臣
下
除
光に
「
陛
下
神
武
欝
略
遇
於
高
皇
云
」々
(石
勤
載
記)
とい
わ
せ
て
い
る
点か
ら
あ
わ
せ 、
単に一
族
群
臣
聞の
大
饗
宴で
あ
っ
た
と
すべ
き
が
妥
当で
あ
る
か
に
思
わせ
る 。
し
か
し、
こ
こ
で
注
意
すべ
き
は 、
こ
の
時
期の
石
勤
政
権を
と
り巻
く
周
辺
諸
国
の
情
勢との
関
連につ
い
て
で
あ
る 。
端
的に
い
え
ば 、
後
趨の
東
北に
は
鮮
卑
段
氏
が
内
属し 、
前
越が
滅亡
し
た
今 、
次
第に
勢
力
を
伸
張さ
せ
て
い
る
鮮
卑
慕
容
部の
粛
慎
の
搭
矢
に
関
す
る一
試
論
存
在が
重
圧
と
なっ
て
く
る
筈で
あ
る。
後に
詳
述
する
が 、
そ
も
そ
も
粛
慎は
その
慕
容
部よ
り
さ
らに
東
北
方の、
一
名
指
婁とい
わ
れる
民
族と
して
認
識さ
れて
お
り 、
本
来 、
石
勤
即
位
を
敬
祝
する
遠
夷
来
貢の
象
徴
と
し
で
あ
れば 、
決
して
粗
略
に
は
しが
たい
所で
あ
る。
と
も
あ
れ、
石
勃
載
記に
依
捜
する
と
し
て
も 、
何
故 、
高
句
麗・
字
文
両
氏が
饗
応
を
受
け、
同
時
入
貢し
た
所の
粛
慎の
み
が
欠
落
し
たの
で
あ
ろ
うか 。
しか
も一
方の
記
録で
は 、
こ
の
二
氏は
後趨
朝
廷に一
年
余
も
滞
地
し
てい
たこ
と
と
なっ
てい
る。
因
みに正日
書
巻
七・
成
帝
紀に
成
和五
(三
三
O)
年
十二
月の
こ
と
と
し
て
「
張
駿
臣
子石
勤」
と
あ
り 、
一
連の
記
事か
らい
え
ば 、
高
句
麗・
宇
文
氏
も
周
年
内の
朝
貢と
み
ら
れるか
らで
あ
る
が 、
こ
の
首
尾一
貫し
ない
晋
書な
どの
記
事
を
他の
事
情か
ら
推し
て
も
う
少し深
く
追
究
して
み
たい 。
こ
こ
で
論
を
進め
る
必
要
上か
ら
粛
慎の
桔
矢につ
い
て
先
学の
研
究
(
後
述)
よ
り
すで
に
明
らか
に
さ
れた
所の
概
略
を
紹
介して
お
か
な
け
れば
な
ら
ない 。
国
語
巻五の
魯
語に 、
孔
子の
博
識
を
示
す
もの
と
して
次の
記
事が
あ
る。
仲
尼
在
陳 。
有
隼
於
陳
侯
之
庭
而
死 。
括
矢
貫
之 。
石
語 。
其
長
尺
有
即位 。
陳
恵
公
使
人 。
以
隼
如
仲
尼
之
館 。
間
之 。
仲
尼日 。
隼之
来
也
遠
失 。
此
粛
慎
氏
之
矢
也。
昔
武王
克
商 。
通
道
於
九
夷百
蟹 。
使
各
以
其
方
賄
来
貢 。
使
無
忘
職
業 。
於
是
粛
保
氏
貢
桔
矢・
石
器 。
其長
尺
有
限 。
先
王
欲
昭
其
令
徳
之
致
遠
也。
以示
後
人 。
使
永
監
吾川 。
故
銘
其
括日
粛
慎
氏
之
貢
矢 。
以
分
大
姫 。
配
虞
胡
公 。
而
封
諸
陳 。
古
者
分
間
姓
以珍
玉 。
展
親
也。
分
異
姓
以
遠
方
之
職
貢 。
使
無
忘
服
也 。
故
分
陳
以
粛
慎
氏
之
貢 。
君
若
使
有司
求
諸
故
府 。
其
可
得
也。
使
求 。
得之
金
憤 c
如
之 。
こ
の
こ
と
は 、
孔
子
家
語
や
史
記
巻
四
七・
孔
子世
家に
も
略
同
様
の
記
事
が
あ
り 、
ま
た
尚
書の
序に
「
成王
既
伐
東
夷 Q
粛
慎
来
賀 。
王
停
柴
伯
作
賄
粛
慎
之
命」
とか 、
春
秋
左
伝
巻二
二・
昭
公
九
(前
五一一一一一一)
年
に
「〈周
景)
王
(
略)
日
我
自
夏
以
后
稜
(略)
吾西
土
也。
及
武王
克
商 。
蒲
姑
商奄
吾
東
土
也。
巴
撲
楚郵
吾
南
土
也。
粛
慎
燕
喜
吾
北
土
也。」
と
か
あ
る
よ
うに 、
秦
漢
以
前 、
粛
慎の
存
在が
知
ら
れてい
た 。
しか
し、
そ
れは
周の
北
方
或い
は
東
夷な
ど
と
して
知
ら
れてい
た
ょ
うで
あ
る
が 、
い
か
な
る
民
族・
種
族に
比
定
すべ
きか
は
い
ま
だ
定
説が
ない 。
粛
慎は
ま
た
息
慎・
寝
慎と
も
書か
れたの
で
あ
る
(山
海
経
海
外西
経
郭
撲
注) 。
降っ
て
秦
漢
時
代に
は 、
遠
夷
来
貢を
求め
る
古
代
中
国に
お
ける
世
界
観の
象
徴
と
して
意
識は
さ
れて
い
た
よ
うで
あ
る
が 一、
実
在は
確
認さ
れない 。
とこ
ろ
が
六
に
わ
か
に
粛
慎
説
話は
再
現さ
れて 、
記
録さ
れた
だ
けで
も三
四
国
親か
ら
北
斉に
か
けて
粛
慎の
入
貢は
前
後
九
回
に
及
び 、
「
粛
慎
園
記」
な
る
も
朝
時
代に
な
る
と、
fこ
の
まで
著さ
れ
る
に
至っ
た 。
こ
の
粛
慎につ
い
て 、
三
国
志
説
志
巻三
0・
把
婁
伝
に
「
其
弓
長
四
尺 。
力
如
考 。
矢
用
桔 。
長
尺
八
寸 。
青
石
潟
鎖 。
古
之
粛
慎
也。」
と
あ
り 、
晋
書
巻
九
七・
東
夷
伝
粛
慎
氏につ
い
て
「
粛
慎一
名
指
婁 。
在不
戚
山
北
去
夫
徐可
六
十
日 。
行
東
積
大
海 。
西
接
冠
漫
汗
因 。
(略)
有石
碧
皮
甲
之
甲 。
檀
弓三
尺五
寸 。
桔
失
長
尺
有
限 ω
其
園
東
北
有山
出
石 。
其
利
銭 。」
と
し、
ま
た
親
書
巻一
0
0・
勿士口
伝
に
「主口
射
獄 。
弓
長三
尺五
寸 。
箭
長
尺二
寸 。
以
石
震
鉱 。
(略)
大
和
十
二
年 、
勿
士口
復
遣
使 。
貢桔
矢・
方
物
於
京
師」
等々
あ
り 、
こ
れらの
諸
記
事を
踏
ま
え 、
先
学の
研
究は
既に
詳
細を
究め
てい
る。
即
ち 、
明
治
以
降の
日
本
人の
研
究で 、
粛
慎
桔
矢につ
い
て
触
れた
論
文・
報
告
類は
数
多い
が 、
最
初の
本
格
的
な
論
究は 、
白
鳥
庫士口
氏の
「
粛
慎
恥」
で
あ
る。
こ
こ
で
は
粛
慎H
把
婁
説に
か
ら
みツ
ン
グ
I
ス
種で
あるこ
と
を一言
語
学
的に
証
現し
よ
う
と
し 、
合せ
て
日
本の
粛
慎
説
話に
及
ん
だ
もの
で
ある。
こ
れ
以
前 、
布
施
千
造
氏
と
鳥
居竜
蔵
氏が
粛
慎
抱
婁説
を
め
ぐ
っ
て
若
干の
弁
駁を
加
え
たこ
と
が
あっ
た 。
その
後 、
池
内
宏
氏は
「満
鮮
地理
歴七
に
おい
て
「
粛
慎
考」
を
発
表さ
れ、
史
研
究
報
告」
第一一二
冊
(
昭
和
七
年
七
月)
その
研
究は
詳
述
を
究め
てい
るの
で
問
題の
大
半は
解
明
さ
れ
終っ
てい
る
か
の
よ
うで
ある。
その
後 、
桔
矢の
材
料につ
い
て 、
中
山
久
四
郎
氏は
「
満
州の
桔
矢に
つ
きて」
とい
う
論
文
中で 、
矢
柄が
朝
鮮
うつ
ぎで
あ
ろ
う
と
さ
れた 。
こ
の
他
民
九
族
問
題と
か
らん
で
論
及し
た
もの
に 、
津田
左
右士口
氏の
論
文
な
どの
外 、
中
国・
日
本を
間わ
ず
数
多
く
あり 、
中
国
東
北
方
史に
欠か
せ
ない
記
事と
なっ
て
い
る。
こ
れら
諸
先
学の
研
究か
ら
明
ら
か
なこ
と
は 、
伝
説
上の
粛
慎は
と
もか
く 、
六
朝
時
代に
朝
貢し
た
粛
慎は一
名
指
婁とい
わ
れ、
後
勿士口に
吸
収
さ
れる
後
世
清
朝
の
祖につ
なが
るツン
グ
I
ス
系
民
族の
こ
とで 、
伝
説はこ
れに
付
会さ
れた
もの
で
ある。
その
原
因は 、
桔
とい
う
素
材
(
或い
は
朝
鮮
うつ
ぎか)
に
よ
る
尺八
寸
程
度の
矢
柄を
もち 、
石
銑を
付
し、
中
国の
寄
器に
か
ける
よ
う
な
短か
い
矢を
朝
貢口問
と
して
も
ち
来
貢
したこ
とが 、
孔
子に
まつ
わ
る
粛
慎
説
話と
照
応
さ
れる
に
至っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
もの
で
あ
る。
なお
詳
細に
検
討
す
れば 、
一
体 、
古
代の
北
方ない
し
東
北
方に
存
在し
た
粛
慎と
は 、
い
か
な
る
種
族
なの
か 。
その
際 、
北
方ない
し
東
北
方の
夷とい
う 、
古
代
中
国の
辺
境は
どこ
まで
拡
延さ
れるこ
とが
一O
可
能で
ある
か 。
ま
た 、
粛
慎
説
話がい
つ
か
らか
東
夷
伝の
中に
組みこ
ま
れて
き
て
い
る
か 、
その
経
過お
よ
び
古
代の
東
夷と
は一
体
何を
さ
すの
か 。
果し
て
六
朝
時
代の
東
夷と、
秦
漢
以
前の
東
夷
とで
はい
か
なる
差
異が
あるの
か 。
順
序と
し
て
はこ
れを
先
ず
明
らか
に
せ
ね
ば
な
ら
ない 。
し
か
し 、
こ
の
こ
とは
筆
者の
専
門
外に
わ
た
るこ
と
も
多
く 、
ま
たこ
こ
で
の
追
及の
直
接の
巨
的で
も
ない
た
め
後の
粛
慎
の
桔
矢
に
関
す
る
一
試
論
機
会に
譲
り
たい 。
きて 、
繰
り
返
すこ
とに
な
る
が 、
粛
慎
説
話の
研
究は
池
内
宏氏の
論
考に
詳
細
が
究め
ら
れてい
る
た
め 、
氏の
論
考に
そい
つ
つ
も 、
なお
こ
の
小
稿の
初め
に
記
し
た
疑
問
を
含め 、
粛
慎
貢
献の
こ
と
が
南
北
朝
時
代の
政
局に
少なか
ら
ず
影
響
あ
り 、
ひ
い
て
は
中
国
中原王
朝
を
核と
する
当
時の
東アジ
ア
世
界の一
つ
の
動
向が
象
徴
的に
示
さ
れる
もの
と
して 、
交渉
史
的
側
面か
ら
再
検
討して
み
たい
と
思
う 。
すで
にこ
の
点
も
周
知の
事に
属
する
が 、
便宜
上 、
六
朝
時
代に
お
ける
粛
慎
釆
第一
回
貫
記
事
を
掲
げて
おこ
う 。
青
龍
四
(二
帝
紀〕
第二
回
景
元三
(二
六
二)
年
夏四
月 。
遼
束
郡去一口
粛
僕
園
遣
使
重
課
入
貢
献 。
其
閣
弓三
十
張
長三
尺五
寸 。
桔
矢
長一
尺
八
寸 。
石
器三
百
枚 。
皮
品同
銭
雑
鎧
二
十
領 。
招
皮
四
百
枚 。
〔
親
志
巻
四・
陳
留王
紀〕
第三
回
文
帝
紀〕
第四
回
第五
回紀LJ 
第六
回
戚寧五
(二
七
九)
年
十二
月 。
粛
慎
来
献
桔
矢
石
器 。
〔
晋
書
巻
二・
至
武
帝
元
(太)
康
(二
八
O
l二
八
九)
初
復
来
貢
献 。
〔
晋
書
巻
九
強4警
七・
四
夷
粛
慎
氏〕
太
輿
二
(一
二
九)
年
八
月。
粛
慎
献
桔
矢
石
器。
〔
晋
書
巻
六
・
元
帝
成和
五
(三
三
0・
後趨
建
平元)
年 。
時
高
句
麗・
粛
僕
致
其
梧
欠 。
〔晋室田
巻一
O五・
石
勤
載
記〕
粛
慎
の
楢
矢
に
関
す
る一
試
論
至
成
帝
時。
通
貢
於
石
季
龍 。
方
達
四
年 。
季
龍
問
之 。
答日 。
毎
候
牛
馬 。
向
西
南
眠
者三
年
長 。
是
知
有
大
圏
所
在 。
故
来
云 。
〔
晋
書
巻
九
七
・
四
第
七
回夷粛
慎
氏〕
成
康六
(三
四
O)
年 。
初
漢
賂
李
闘
魚耳目
所
獲 。
逃
奔
子
超 。
(
略)
舎
抱
婁
園
献
桔
矢
石
祭
於
趨 、
(王)
波
因
請
以
遣
漢 。
〔
資
治
通
鑑
巻
九
六・
晋
紀
J\ 
LJ 
第八
回
大
明一ニ
(四五
九)
年
十一
月
己
巳 。
高
麗
園
遺
使献
方
物 。
粛慎
園
重
議
献
桔
矢
石
市総
。
〔
宋
書
巻
六
・
孝
武
帝
紀
〕
第
九
回
天
保五
(五
五
四)
年七
月
戊
子 。
粛
慎
遣
使
朝
貢
〔
北
斉
書
巻
四・
文
宜
帝
紀
〕
こ
れ
ら
個々
の
遺
使
朝
貢の
状
況は
池
内
宏氏の
研
究に
よ
り 、
ほ
ぼ
解明
さ
れて
い
る。
た
だ
筆
者は 、
こ
れら
九
回の
朝
貢
記
事の
う
ち 、
第一
回か
ら
第五
固
まで
を
Aグル
ー
プ 、
第六
回か
ら
第八
回
まで
を
B
グル
ー
プ 、
第
九
回
を
C
グル
ー
プ
と
して 、
以
上の
三つ
の
グル
ー
プ
は
そ
れぞ
れ貢
献に
至
る
背
景と
その
及
ぼ
す
影
響につ
い
て
特
徴が
ある
と
思
わ
れ、
こ
の
点につ
い
て
考
察を
進め
てい
きたい 。
先
ずAグル
ープ
の
貢
献
記
事で
ある
が 、
こ
れは
六
朝
時
代
粛
慎
説
話
再
現の
第
一
回に
当る
た
め
重
要
な
意
味
合い
を
もつ
が 、
池
内
宏
氏は
次の
よ
う
にい
わ
れる。
此の
頃
遼
東の
公
孫
氏は
親の
塵迫
を
蒙
り 、
其の
鼻
息
を
窺っ
て
ゐ
た 。
想ふ
に
此の
朝
貢は 、
公
孫
氏
を
介
して
行は
れたの
で
あ
ら
う 。
さ
う
して
所
謂
粛
慎
氏はこ
れよ
り
先
き 、
少
な
く
と
も
遼
東地
方に
於い
て
は 、
把
婁の
名
を
以
て
其の
地
方の
支
那
人に
知
ら
れてい
たの
で
あ
ら
う
が 、
抱
婁
自
身が
別に
粛
慣の
稿
を
もっ
て
い
た
わ
けで
は
な
く 、
貌の
朝
廷に
査ら
さ
れた
方
物が
桔
矢
で
あっ
た
事
費か
ら 、
こ
れこ
そ
古へ
の
粛
様
氏に
ちが
ひ
ない
とい
ふ
の
で 、
四
古
典
的の
名
稿が
説
人に
依っ
て
此の
新
しい
朝
貢
者に
興へ
ら
れたの
で
あ
ら
ふ 。
少し
長
文に
わ
たっ
て
引
用
し
た
が 、
こ
の
当
初の
貢
献
方
式
す
な
わち
公
孫
氏
と
いっ
た
よ
う
な
第三
者
を
介
す
る
形
式は
その
後も
引
き
続
く
もの
と
して
重
要で
あ
る。
ま
た
すで
に
見て
き
たよ
うに
粛
慎
氏が
抱
婁
す
な
わ
ち
後の
勿
吉
(
耽
鴇
!
溺
海)
に
吸
収
さ
れるツ
ン
グlス
系
民族の
中
国
的
称
謂で
あ
る
と
し
て
も 、
常に
自
鳴.
族
名
を
使
用
さ
れなかっ
たこ
とにつ
い
て
も
注
意
を
要
する
とこ
ろ
で
あ
る。
A
グル
ー
プ
の
第二
回の
貢
献は
池
内
宏
氏の
い
わ
れる
通
り 、
司
馬
昭が
遠
夷の
来
朝
を
宣
伝
する
た
め
に 、
王
奔の
故
事を
踏
襲
し、
「
特に
其の
国
を
来
朝
せ
し
め
る
為め
の
使
者
を
発
遣
し」 、
「其の
事
を
掌っ
た
もの
は 、
遼
東の
東
夷
校
尉で
あ
ら
←川一
と
さ
れる
の
が
妥
当で
あ
る
と
思
わ
れる。
さ
らに
第三・
四・
五
回
と
も
遼
東
に
駐
在
する
東
夷
校
尉
府か
らの
中
継で
あっ
た
と
して
差し
支え
ない
で
あろ
う 。
八
王の
乱
以
後西
晋の
滅亡
を
経て
東
晋に
至
り 、
再
開
さ
れ
た
第
五
回
目
に
つ
い
て 、
山
海
経
大
荒
北
経・
粛
慣
氏
之
園
郭
嘆
注で 、
E
日
太
興
三
(
二
?)
年。
卒
州
刺
史
佳
悲
遣
別
駕
高
倉
使
来
献
粛
慎
氏
之
弓
矢
・
箭
銭。
有
似
銅
骨
作
者
。
と
あ
り 、
こ
の
時の
遼
東は
鮮
卑
慕
容
部の
伸
張に
あい 、
か
ろ
うじ
て
晋
側の
拠
点
を
確
保
して
い
た
在
感が
中
原との
連
携
を
求め
た
時で
あ
り 、
そ
れに
もか
か
わ
ら
ず
太
興
二
(一
二
九)
年
十
二
月に
は、
つ
い
に
崖
葱が
高
句
麗に
逃
げ 、
遼
東は
慕
容
庇の
制
圧
す
る
とこ
ろ
と
なっ
た
、もの
で
ある。
四
つ
い
で
B
グル
ー
プ
の
例の
検
討に
はい
る
が 、
第
六
回か
ら
第八
回は
先の
A
グ
ル
ー
プ
の
例
と
比
較し
て 、
その
形
式・
内
容
に
か
な
りの
相
違が
生
じ
て
い
る
筈で
あ
る 。
す
な
わ
ち 、
粛
慎が
貢
ずべ
き
対
象が
非
漢
民
族
王
朝に
も
及ん
だこ
と 、
っ
て
仲
継
を
し
たで
あ
ろ
う
親
晋の
東
夷
校
尉
府は
も
は
や
存
在し
て
い
ない
こ
と
な
ど
に
よ
る 。
そ
れが
どの
よ
う
な
内
実を
もっ
て
表
れ
た
か
を
考
察
する
た
め
に 、
第
六・
七
回の
貢
献に
い
た
る
前
後の
事
情
を
究
明
し
て
み
たい 。
晋
書
巻一
O
五・
石
勤
載
記
や
湯
球
撰
十
六
国
春
秋
輯
補
後
趨
録
な
ど
に
よ
り 、
石
勤お
よ
び
石
虎の
後
超
国
建
国
等に
い
た
る
過
程
を
概
観
す
る
と
お
よ
そ
次の
よ
う
に
な
る 。上党
武
郷の
掲
人
よ
り
起っ
た
石
勃は一
旦
は
漢
人の
奴と
な
り 、
山
東に
転
売
さ
れ
た
が 、
免か
れて
後 、
郡
盗
よ
り
次
第に
勢
力
を
得 、
旬
奴
劉
氏に
投
じ
て一
方の
将
と
なっ
た 。
河・
推の
聞で
平
定
活
動に
従っ
た
後 、
河
北に
転じ 、
裏
国
に
根
拠
地
を
設
け
た
(一一
二
二
年) 。
こ
こ
に 、
旬
奴
劉
民の
漢
とは
表
面
的
な
服
属
関
係
を
一
五
もつ
も
自
立の
態
勢を
と
り 、
幽
州
(
河
北)
に
い
る
王
没 、
井
州
(
山
西)
に
い
る
劉
耽
一り
と
鋭
く
対
立
する
に
至っ
た 。
こ
の
王
没と
劉
現
は
西耳目
誠亡
後の
華
北に
残
留し
た
漢
人
集
団の
指
導
者
と
し
て
次
第に
自
立の
止
む
な
きに
至っ
て
い
た
の
で
あ
る
が 、
隷
下
に
は
む
し
ろ
非
漢
民
族
た
る
烏
桓 、
鮮
卑
段
部 、
鮮
卑
拓
政
部が
中
核
戦
間
集
団
と
し
て
重
用さ
れ
た
の
で
あ
る 。
従っ
て 、
こ
れ
ら
非
漢
民
族の
去
就こ
そ
華
北の
政
情
を
左
右
する
もの
で
あっ
た 。
こ
の
こ
と
は
石
勤
政
権の
存
続につ
い
て
も
同
様で
あ
り 、
こ
れ
ら
周
辺
諸
族
を
ど
う
と
り
込
む
か
が 、
五
胡
十
六
国
諸
国
に
共
通
し
た
宿
命で
あっ
た
と
もい
え
る 。
石
勃
政
権に
限っ
たこ
と
で
は
ない
が 、
多
く
非
漢
民
族
相
互
に
共
通
する
相
互
連
盟
と
胡
漢
対立の
様
相は 、
巨
大
な
漢
文
化コ
ン
プ
レ
ッ
グ
ス
に
対
す
る
受
容
と
排
除の
両
面
を
ない
ま
ぜ
に
し
て 、
時に
矛
盾が
激
し
く
露
呈
する
こ
と
が
あっ
た 。
石
勤
政
権に
お
い
て
も 、
当
面の
勢
力
拡
大の
た
め
に
偽
粛慎の
桔矢に
関する一
試論
っ
て
臣
と
称
する
こ
と
を
も
辞せ
ず 、
ま
た
自
己の
政
権
下
に
服
従さ
せ
る
た
め
に
は
力、
徹
底
的
な
時
味
も
し 、
一七
ど
に
よ
り 、
次
第に
勢
力を
伸ば
すこ
と
が
可
能
と
なっ
た 。
こ
こ
に
お
い
て
石
勤は
一
方に
お
い
て
は
非
漢
民
族の
君
長
を
厚
く
待
遇
し
たこ
と
な
先
ず
幽
州に
よ
る
王
設
を
滅ぼ
し
〈一一
二
四) 、
烏
桓 、
鮮
卑
段
部の一
部
を
収
め 、
つ
い
で
劉
現
を
降
す
(一一
二
七)
こ
と
に
よっ
て 、
華
北の
東
半
分
を
掌
中に
収め
得
た 。
か
く
し
て
旬
奴
漢の
劉
聡と
全
面
的
な
対
立
を
呼
ぶ
こ
と
と
なる 。
漢は
劉
聡が
没
し
た
〈一一
二
八)
後 、
内-証をへ
て
劉
曜に
代
わ
り 、
そ
の
こ
(
光
初・つ
二
九)
一八
年に
国
号
を
超
(
前
趨)
と
改め
た 。
こ
れ
に
よ
り
石
勤は
その
対
抗
上 、
同
様
に
圏
号
を
趨
と
改
め
た
た
め 、
一
般に
後
越
と
称
す
る
が 、
こ
の
対
立
も
東
晋
成
和
四
(
二
九)
年 、
劉
曜の
子
照が
殺
さ
れて
前
越
が
滅亡
し
て
終
る 。
こ
の
よ
うに
し
て
山
東か
ら
険西 、
甘
粛の
東
南
部に
か
けて
の
い
わ
ば
華
北一
帯
を
統一
し
た
石
勤
政
権
に
は 、
改め
て
彼
を
取
り
巻
く
外
周
諸
民
族の
圧
迫
が
露
わ
な
もの
と
なっ
て
き
た 。
その
故
に 、
石
勃
政
権の
内
部に
お
い
て
さ
ら
に
統
治の
内
突
を
強
力に
補
完
する
諾
国
家と
の
同
盟
が
必
要と
なっ
て
き
た
の
で
ある 。
石
勃
をつ
い
だ
族
子
石
虎の
政
権
下
に
お
い
て
も
情
況は
継
続さ
れ 、
そ
の
範
囲が
や
や
拡
大
さ
れ
た
時
点で
第
七
回の
粛
慎
貢
献
記
事が
伝
え
ら
れ
る
の
で
ある 。
こ
の
石
勅が
統一
し
た
後
超
国の
周
囲
を
み
る
と 、
江
南に
復
活し
た
東
晋
と
堅
固
な
要
地
萄
を
占め
る
賓
民
李
氏の
成
国
(
後 、
漢
と
称
す)
が
南
方お
よ
び
西
南
方に
あ
る 。
西
に
漢
人
集
団
と
し
て
涼
州
刺
史
よ
り
自
立
し
た
涼
(
前
涼)
の
張
氏が
あ
り 、
北
方
に
は 、
旬
奴
劉氏の
遺
臣
や
華
北の
漢
人
集
団
を
次
第に
収
容
しつ
つ
南
下
を
始め
た
一九
鮮
卑
拓
政
部の
代
国が
あっ
た 。
一
方 、
東
北
部に
はシ
ラム
レ
ン
(
遼)
河
上
流
を
三O
中
心
と
す
る
鮮
卑
字
文
部と 、
遼
東・
遼
西
に
勢
力
を
拡
大
し
た
鮮
卑
慕
部
容 、
そ
し
て
こ
の
慕
容
部の
圧
迫
を
う
け
守
勢に
たっ
た
高
句
麗
国
な
ど
で
ある 。
こ
れ
ら
諸
民
一
五
粛慎の
法夫に
関する一
試論
族 、
諸
国
家
間の
対
立・
抗
争が
中
国の
い
わ
ゆる
中
原
をめ
ざ
し
て
その
支
配
権
獲
得に
絞
ら
れ
た
点こ
そ、
五
胡
十
六
国
時
代の
特
徴で
あ
る 。
その
細
部は
すで
に
多
〈の
研
究が
あ
り 、
今は
第
六
回
お
よ
び
第
七
回の
貢
献
関
係に
絞っ
て
直
接の
事
情
に
触
れ
る
こ
と
と
する@
先
ず
高
句
麗
と
石
勃
政
権との
関
係で
あ
る。
高句
麗は
紀
元
前一
世
紀
填か
ら
中
国の
文
献に
知
ら
れる
よ
う
に
な
り 、
その
後の
状
況は
必
ず
し
も
明
瞭で
は
ない 。
三
国
志巻
三
0・
東
夷
伝
高
句
麗
の
条
等に
よ
れ
ば
お
よ
そ
次の
通
りで
ある
。
高
句
麗は
王
奔の
新の
時
遼
東に
進
出
し
た
が 、
時の
高
句
麗王
賜は
新の
厳
尤じ
一一一一
一
時
下
旬
麗
と
蔑
称さ
れ
侯
固に
位
置づ
け
ら
れた 。
後
漢
光
武
帝八
年
誘
殺さ
れ 、
「
高
句
麗王
遣
使
朝
貢
始
見
稿王」
と
あ
り 、
そ
後玄
蒐
郡・
遼
束
郡
をめ
ぐっ
て
後
漢
との
攻
防が
あ
り 、
後
漢
未
公
孫
氏の
遼
東
占
拠で
は
直
接に
は
公
孫
氏
と
抗
争
す
る
こ
と
と
なっ
た
た
め 、
公
孫
氏
は
周
辺の
諸
民
族
を
含め
その
懐
柔に
充
分の
意
を
二
三
注
が
ざ
る
を
得なかっ
た 。
やが
て
政
権が
三
国
規に
移る
と、
景
初二
(二一二
八)
年
公
孫
氏は
討
滅
さ
れ
た
が 、
正
始五
(
二
四
五)
年 、
説
将
母
丘
倹に
よ
り
高
句
麗
園
都の
丸
都
城
(
輯
安)
が
陥い
れ
ら
れ 、
さ
ら
に
翌
年
玄
蒐
太守
王
聞に
よっ
て
再
度
丸
都
城は
屠
ら
れ 、
時の
高
句
麗王・
東
川
王
位
宮は
粛
慎の
南
界
まで
逃亡
し
た
二四
と
い
う 。
耳目
代に
は
い
る
と、
晋
警
東
夷
伝
に
は
高
句
璽
伝が
欠
けて
い
る
の
で
関
係
し
た
史
二
五
料
を
た
ど
るこ
とに
な
る
が 、
規は
公
孫氏
討
滅
後
平
州に
東
夷
校
尉
を
置
き 、
古
も
こ
れ
を
置い
て
東
夷
諸
族
を
罷
探し
た 。
し
か
し、
その
後の
八
主
の
乱に
続く、
晋
王
室
自
体の
衰亡
が
東
夷
校
尉
を
名
目
だ
けの
もの
と
し、
自
律
権
力
を
生
ずる
に
至
っ
た。
その
問 、
高
句
麗は
次
第
に
復
興
し、
三
国
史
記
に
よ
れ
ば 、
高
句
麗
本
紀
美
川
王
の一
二
(一
二
一
)
年に
一
六
秋
八
月 。主
遣
将
襲
取
遼
東
西
安
千 @
つ
い
で
同一
四
(一一
二
三)
年に 、
多
十
月。
侵
梁
浪
郡。
虜
獲
男
女
二
千
徐
日
。
一一七
と
あ
り 、
池
内
宏
氏は
こ
れ
を
もっ
て
晋の
楽
浪
郡の
滅亡
と
さ
れ 、
そ
の
証
拠
と
し
て
は 、
資
治
通
鑑巻
八
八・
西正日
感
帝
建
輿
元
(一一
二
三)
年の
条に 、
遼
東
張
統
援
策
浪・
帯
方
二
郡ο
輿
高
句
麗王
乙
弗
利
相
攻 。
連
年不
解 。
繁
浪
王
選
読
統。
師
其
民
千
絵
家
野
(
慕
容)
庫。
見
矯
之
置
繁
浪
郡。
以
統
矯
太
守。
選
以
参
寧 。
と
ある
の
を
示
さ
れ
た 。
か
くし
て
高
句
麗は
朝
鮮
半
島に
おい
て
東
進し 、
楽
浪H
平
壌
を
得 、
南
下の
態
勢
を
示
す
と
共
に 、
本
稿
と
もか
か
わ
り
ある
次の
事
件に
遭
遇
する
こ
と
と
な
る。
そ
れ
は
本
稿で
すで
に
触
れた
よ
うに 、
粛
慎の
貢
献
Aの
第
五
回
に
推
測
さ
れ
た
晋の
東
夷
校
尉
崖
蕗と
高
句
麗 、
慕
容
部
と
の
関
係で
あ
る 。
晋
書巻一
O
八・
慕
容
原
載
記に 、
時
不
川
刺
史
東
夷
校
尉
屋
地必
白
以
震
南
州
士
望。
意
存
懐
集。
而
流
亡
者
莫
有
赴
之 。
悲
意
見
拘
留 。
乃
陰
結
高句
麗
及
字
文 。
段
園
等
謀
滅
毘
以
分
其
地 。
太
輿
初Q
三
園
伐
一施 。
(
略)
尻
閉
門不
戦 。
遺
使
途
牛
酒
以
塙
字
文 。
(
略)
於
是二
園
果
疑
宇
文
同
於
毘 。
引
兵
市
掃 。
(
略)
法
輿
数
十
騎
棄
家
室
奔
子
高
句
麗 Q
(
略)
明
年。
高
句
麗
冠
遼
東。
尻
遣
衆
撃
敗
之。
と
ある。
鮮
卑
民
族
慕
容
部に
つ
い
て
は
すで
に
多くの
研
究が
ある
の
で 、
今こ
こ
に
詳し
く
は
述べ
ない
が 、
慕
容
渉
帰の
子
慕
容
魔に
至
り 、
遼
東
塞
外か
ら
は
いっ
て
大
凌
河
流
域
に
定
着
し、
先
住
段
部
を
圧
迫
し
て
遼
西
に
地
盤
を
固
め
つ
つ
あ
っ
た
の
が
ご一
世
紀
末で
あ
る 。
つ
い
で
晋
の
内
乱
を
契
機に
多
くの
帰
属
漢
人
を
指
導
者
層
に
迎
二九ぇ 、
郡
県
を
整
備し、
先に
長
文
を
引い
た
如
く 、
山佳
悲の
事
件
を
機に
遼
東・
遼
西
を
掌
握
し
た。
こ
れ
に
よ
り
東は
高
句
麗 、
西
は
字
文
部 、
南は
段
部と
対
立
する
こ
と
と
な
り 、
さ
ら
に
石
勤が
華
北を
平
定し
た
と
き 、
慕
容
部
と
鋭
く
対
立
する
こ
と
と
なっ
たの
で
あ
る 。
一
方 、
字
文
部につ
い
て 、
その
出
自は
鮮
卑
若
く
は
旬
奴
とい
わ
れ
る
一町
三
世
紀
中
頃に
起
り 、
シ
ラ・
ム
レ
ン
河
上
流
域か
ら
次
第に
伸
張
し 、
慕
容
魔の
父
渉
帰
が
遼
東の
北へ
廻っ
たの
もこ
の
字
文
部の
圧
迫
に
よ
る
とい
わ
れ
足 。
親
善巻一
O
=
7
旬
奴
宇
文
莫
塊
伝に
よ
れ
ば 、
模
塊の
代に
なっ
て
慕
容
昆と
度々
戦
闘
を
く
り
返
し
て
お
り 、
晋
書巻一
O
八
慕
容
魔
載
記で
は
字
文
莫
圭と
し
て
記
し 、
その
後 、
先に
あ
げた
崖
悲の
事
件
を
記
すの
で
あ
る
が 、
星
山誌が
字
文・
高
句
麗・
段の
三
国
連
合に
失
敗し
た
と
み
る
や 、
慕
容
部
は
す
ぐ
に
字
文
部
攻
撃
を
行い 、
(
字
文
)
悉
濁
官
自
侍
其
衆
不
設
備
。
見
昆
軍
之
至
ω
方
率
兵
距
之
。
前
鋒
初
交
。
(
慕
容
)
翰
己
入
其
管
縦
火
焚
之
。
其
衆
皆
震
擾
不
知
所
潟
、
途
大
敗
。
悉
濁
官
僅
以
身
兎
謹
倖
其
衆
於
其
鋒
候 。
獲
皇
帝玉
璽
三
紐 。
と
大
勝
を
示
し、
その
た
め
宇
文
部は
後
超
石
勤と
連
結せ
ざ
る
を
得
な
く
なっ
た
よ
う
で
あ
る 。
東
晋
大
寧三
(一
三一
五)
年
春二
月の
事で
あ
る
(
資
治
通
鑑巻
九三
に
よ
る)
が 、
晋
書
慕
容
見
載
記
に 、
遼
西
鮮
卑
段
未
波
を
討っ
た
後の
事と
し
て 、
石
勘
違
使
通
知
魔
距
之
。
法
其
使
於
建
鄭
。
勤
怒
遣
字
文
乞
得
亀
撃
魔
。
魔
遺
説
距
之
(
略
)
悉
虜
其
衆
乗
勝
抜
其
圏
域
。
其
資
用
億
計
。
徒
其
人
数
寓
戸
以
時
。
と
あ
り 、
もは
や
字
文
部
に
は
その
存
命
を
策
する
た
め
に
ま
す
ま
す
石
勤
政
権と
密
接
な
関
係
を
保つ
以
外に
手は
な
かっ
た
よ
うで
あ
る 。
一
方 、
慕
容
部は
こ
う
し
た
状
況か
ら
東
晋の
大
尉
陶
侃へ
の
書
翰
(正白
書
慕
容
廃
載
記)
の
ム中で 、
粛慎の
借矢に
関する一
試論
況
今
臭
土
英
賢
比
肩 。
而
不
輔
翼
翠
主
陵
江
北
伐 。
以
義
聾
之
置 。
討
逆
暴
之
弱 。
機
命
蓄
都
之
士。
招
懐
存
本
之
人 。
と 、
後
越
挟
撃をのベ 、
晋の
意
向
を
伺っ
て
い
る 。
以
上
や
や
繁
雑に
わ
たっ
た
が 、
第六
回
貢
献
に
い
た
る
四
囲の
情
勢は
そ
れ
ぞ
れ
の
国に
お
い
て
全
く
予
断
を
許
さ
ない
事
態に
あっ
た
とい
え
る 。
こ
う
し
た
中で 、
後
越
石
勤の
も
と
に
貢
ぜ
ら
れ
た
桔
矢は
粛
慎
或い
は
抱
婁の
自
発
的
な
貢
献
で
あっ
た
か 、
そ
れ
と
も
石
勤
側の
招
致
に
よっ
た
もの
で
あ
ろ
うか 。
最
初に
み
た
如
く 、
普
書石
勤
載
記の
記
事が
正
し
い
と
す
れ
ば 、
粛
慎
は
正
月の
饗
宴に
与かっ
て
い
ない
所か
ら
重
訳
来
貢の
可
能
性
を
除
き 、
直
接の
貢
献
につ
い
て
は
先
ず
その
可
能
性
を
削っ
て
お
き
た
い 。
次
に
検
討
する
こ
と
は 、
先に
も
記
し
一
二
た
よ
うに 、
西
晋の
誠亡
に
よっ
て
東
夷
校
尉
府は
慕
容
昆の
掌
握
下に
あっ
て
石
勤
政
権に
通
ずる
もの
は
な
く 、
従っ
て
説・
西
晋
時の
よ
う
な
中
継
者が
存
在し
な
い
とい
うこ
と
につ
い
て
で
あ
る 。
と
こ
ろ
で 、
こ
の
粛
慎
梧
矢に
象
徴
さ
れる
遠
夷
来
貢
説
話
を
当
面
必
要
と
する
も
の
は
石
助
政
権
自
身で
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
りで
あ
る
が 、
東
北に
慕
容
部が
盤
居
し
て
い
る
今 、
こ
の
背
後の
仮に
抱
婁
族
と
し
て 、
こ
れを
直
接に
招
致
する
機
会が
な
い
こ
と
はこ
れ
まで
に
み
て
き
た
通
り
で
あ
る 。
し
か
し、
こ
の
桔
矢の
実
物は 、
後
に
第
七
回の
時
重
要な
国
際
関
係の
役
割
を
荷
う
筈で
ある
か
ら 、
何
らか
の
手
段
を
通じ
て
獲
得
さ
れて
い
な
け
れ
ば
な
ら
ない 。
こ
こ
に
も
う一
つ
の
可
能
性 、
高
句
麗
の
存
在
を
考
える
必
要が
生
じ
る
の
で
あ
る 。
端
的
な
結
論
を
示せ
ぽ 、
B
グル
ー
プ
の
第
八
回
貢
献
記
事で
あ
る 。
こ
の
時は
宋
の
大
明三
年で
あ
り 、
すで
に
記し
た
よ
う
に
粛
慎は
「
重
訳」
し
て
献じ
た
と
あ
る
が 、
誰が
そ
れ
を
仲
介し
た
か 。
宋
書
巻
九
七・
東
夷
高
句
麗
伝は 、
七
粛
慎
の
椅
矢
に
関
す
る一
試
論
(
高
句
麗壬)
瑳
毎
歳
遺
使 。
(
元
嘉)
十
六
年
太
租
欲
北
討 。
詔
瑳
迭
馬 。
理
献
馬
八
百
匹 。
世
租
孝
建二
年
(
略)
並
離
方
物 。
大
明一ニ
年叉
献
粛
横
氏
桔
矢
石
語 。
こ
の一
事は
明
瞭に
高
句
麗が
粛
慎
(H
把
婁)
の
桔
矢を
直
接に
献じ
たこ
と
を
表
わ
し
て
い
る 。
第
六
回の
貢
献
も
実は
高
句
麗で
は
な
かっ
た
か
と
推
測
さ
せ
る
に
つ
い
て
は 、
高
句
麗
を
と
り
ま
く
情
勢が 、
と
り
わ
け
慕
容
部の
庄
迫
を
受
け 、
字
文
部
ら
と
連
帯の
必
要に
迫
ら
れて
い
る
こ
と
に
も
明
ら
か
な
よ
うに 、
高
句
麗が
中
国
側
との
要
盟
を
と
り
結ぶ
最
も
効
果
的
な
貢
献
物で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
点
に
あ
る 。そ
れで
は 、
高
句
麗が
何
故
粛
慎
桔
矢
を
用い
る
に
至っ
た
の
か 。
も
ち
ろん
高
句
麗の
内
部に
は
多
くの
漢
人
が
い
たこ
と
は 、
古
く
は
箕
氏
朝
鮮に
始
り 、
こ
の
時
期
で
も
楽
浪・
玄
克
諸
郡
な
ど
に
残
留
或い
は
進ん
で
赴い
て
い
たこ
と
(前
掲
建
輿元
年
記
事)
な
ど
に
よ
り
言
う
まで
も
ない 。
し
か
し 、
最
も
直
接
的に
は
A
グル
ー
プ
の
第五
回の
貢
献
記
事で
触
れ
た
通
り 、
遼
東
校
尉
崖
越の
高
句
麗と
の
関
係
が
濃
厚
で
あっ
たこ
と
に
よ
る
もの
で
は
ない
で
あ
ろ
うか 。
し
か
も
彼は
東
晋
朝に
粛
慎の
来
貢
を
伝
達し
て
い
る
の
で
あ
る 。
高
句
麗と
石
勤
政
権との
関
係は
こ
の
慶
賀
記
事一
つ
で
は
な
い 。
晋
書
巻一
O
六・
石
季
龍
載
記
に
よ
れば 、
石
勤
を
嗣い
だ
石
虎は 、
慕
容
庇
を
闘い
だ
慕
容
獣
討
伐
を
策し 、
因
成
予
海
島 。
運
穀三
百
寓
創
以
給
之 。
叉
以
船三
百
般
運
穀三
十
寓
餅
詣
高
句
麗 。
使
典
農
中
郎
賂王
典
率
衆
寓
徐
屯田
子
海
演 。
と
し
て 、
こ
の
企
て
は
成
功
し
な
かっ
た
が 、
海
路に
よ
り
高
句
麗と
の
同
盟
関
係
を
活
用し
よ
う
と
し
た
の
で
あっ
た 。
J\ 
か
くの
如
く
石
勤が
山
東
半
島を
掌
握し
て 、
こ
こ
を
基
点に
溺
海
湾
沿い
に
高
句
麗と
緊
密
な
連
携
を
もっ
て
慕
容
部
牽
制
を
充
分
と
り
得る
と
す
れ
ば 、
石
勤の
皇
帝
即
位に
当
り 、
態々
彼
が
招
致せ
ず
と
も、
単
なる
慕
化
来
朝の
み
な
ら
ず 、
そ
れ
以
上の
意
味
合い
を
もっ
て
高
句
麗が
来
廷
する
こ
と
は
当
然
で
あっ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る 。
さ
て、
B
の
第
七
回
の
記
事につ
い
て
で
あ
る
が 、
こ
の
時
必
ず
し
も
粛
慎の
来
貢
を
必
要と
せ
ず 、
石
勃
以
来の
桔
矢 、が
あ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る 。
し
か
し 、
或い
は
こ
の
時
も
高
句
麗は
何
ら
か
の
役
割
を
果し
て
い
た
の
か
もし
れ
ない 。
池
内
宏
氏の
所
説
に
従
え
ば 、
都
中
記に 、
粛
慎
在
邦
之
東
北 。
去
部五
寓
里 。
遣
使
四
年 。
乃
達 。
献
石
碧・
括
矢 。
と
あ
り 、
晋
書
巻
九七・
東
夷
伝
粛
慣
氏に 、
至
成
帝
時。
温
貫
於
石
季
龍 。
問
之 。
答
日 。
毎
候
牛
馬 。
向
西
南
眠三
年
央 。
是
知
有
大
圏
所
在 。
故
来云 。
三
四
と
あ
る
も、
「所
伝の
事
実で
ない
事
は
閏よ
り
論
を
侯た
ぬ」
と
され
て
い
る。
今
迄の
考
察の
過
程で
も
粛
慎
もし
くは
抱
婁の
直
接の
来
貢
を
示
す
記
事
を
認め
難い
た
め 、
筆
者
もこ
の
意
見に
賛
成で
あ
る 。
そ
れ
は
と
も
角 、
粛
慎
な
り
桔
矢
な
り
が
非
漢
民
族
(
掲)
か
ら
非
漢
民
族
(
賓)
へ
と
送
授
さ
れ 、
五
胡
十
六
国
史の一
場
面
を
展
開
さ
せ
た
こ
と
に 、
従
来の
漢
人
社
会に
お
ける
伝
説の
次
元
を
越
え
た
意
義
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る 。
こ
の
貢
献
物を
受
け
た
李
氏
成
漢
国で
は 、
晋
書
巻
二
二
・
李
寿
載
記
に
あ
る
如
く 、
か
ね
て
か
ら
石
虎
側
か
ら 、
先
是
季
龍
遺
書
書
欲
蓮
横
入
冠
約
分
天
下 。
?と
誘い
が
あっ
た
こ
と
も
あ
り 、
同
載
記に 、
舎
李
関・
王
摂
従
部
還 。
盛
稀
季
龍
威
張
宮
観
美
麗
(
略)
蕎
心
欣
慕 。
人
有
小
過
帆
殺
以
立
威 。
と
後
越の
統
治
方
針と
石
虎の
独
断
振り
に
並々
な
ら
ぬ
関
心
を
もっ
て
実
行
に
移
し 、
却っ
て
民
を
疲
弊さ
せ
る
の
で
あ
る
が 、
肝
腎
な
桔
矢に
つ
い
て
は 、
晋
書石
季
龍
載
記に
あ
る
如
く 、
李
宏
既
至
局
漢 。
李
毒
欲
誇
其
境
内 。
下
令云 。
掲
使
来
庭
蹴
其
桔
矢 。
季
龍
聞
之
怒
甘担
割
王
波 。
と
石
虎の
意
志と
は
異
なっ
て
逆
用
さ
れ
た
如
く 、
同
じ
時
代に
あ
り
な
が
ら
地
域
的
な
緊
張
関
係の
欠
如が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る 。
C
グル
ー
プ
に
つ
い
て
は
第
九
回
朝
貢の一
回の
み
で
ある
が 、
入
貢
先が
北
朝の
こ
と
で
あ
り 、
当
時の
東
北ア
ジ
ア
諸
族 、
契
丹・
室
主・
地一息
子・
庫
莫
渠・
高
句
三
五
麗
な
ど
が
相つ
い
で
朝
貢し
て
い
る 。
そ
う
し
た
中で
その
民
族
比
定に
貴
重
な
要
素
を
もっ
粛
慎の
入
貢で
ある
が 、
その
詳
細
を
欠
くこ
と
を
遺
憾と
す
る 。
池
内
宏
氏
は
こ
れに
つ
い
て
「
特
別
な
る
意
義
は
あ
る
ま
円い
と
さ
れ
る
が 、
さ
らに
細
部を
検
司1
討
する
と
別の
次
元
か
らの
問
題
点
も
生じ
て
く
る
で
あ
ろ
う 。
い
ず
れに
せ
よ
従
来
か
らの
関
係か
ら
抱
婁
もし
く
は
そ
れに
代る
種
族の
単
独
朝
貢の
他に 、
何
ら
かの
形で
の
高
句
麗の
関
与
を
推
察
する
こ
と
も
可
能で
あ
ろ
う 。
五
前
節
ま
で
に
諸
種の
考
察
を
加
え
て
き
た
こ
と
が
大
旨
妥
当で
あ
る
と
す
れ
ば 、
粛
慎の
朝
貢に
関し
て
そ
れ
ぞ
れ
A-
B・
Cの
三
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
の
特
徴
を
次の
よ
うに
ま
と
め
るこ
と
がで
き
る 。
〔
Aグ
ル
ー
プ
の
朝
貢〕
説・
晋
を
通
じ 、
遠
夷
来
貢を
強
調
する
た
め
に 、
孔
粛
慎
の
桔
矢
に
関
す
る
一
試
論
子
に
ま
つ
わ
る
薦
慎説
話
を
か
り
て
東
夷
に
仮
託
し、
従っ
て
そ
の
介
在
者
、が
遼
東
の
東
夷
校
尉で
あっ
た
こ
と 。
入
貢を
従
容
し
た
もの
は
隷・
晋
を
通じ
司
馬
氏一
族で
あっ
た
で
あ
ろ
うこ
と
な
どで 、
桔
矢・
石
器と
い
う
素
材の
入
手
その
もの
が
遠
夷
来
貢に
擬せ
ら
れ
た
もの
で
あ
る 。
〔B
グル
ー
プ
の
朝
貢〕
商
晋
滅
亡
の
あ
と
中
原
に
進
出
し
た
非
漢
民
族
諸
族
の
国
家
建
設
に
伴
ない 、
当
時の
東
北ア
ジ
ア
の
情
勢が
複
雑に
影
響し
あい 、
自
立
と
同
盟の
紐
帯に
伝
統
中
国の
説
話
さ
え
もが
援
用
さ
れ
止
揚
さ
れ
てい
る 。
特に
残
留
もし
くは
流
亡
漢
人が
多
く
相つ
い
だ
高
句
麗が
桔
矢・
石
器
を
もっ
て
か
つ
て
の
東
夷
校
尉
府の
役
割
を
担い
五
胡の
争
乱に
深
く
か
か
わっ
た
もの
で
あ
ろ
うこ
と 。
従
っ
て
小
稿の
最
初に
掲
げた
石
勤
載
記に
あ
る
高
句
麗・
字
文
氏の
朝
貢
と
饗
応
が
可
能
性
あ
る
記
事で
あ
る
こ
と
と
共
に 、
両
国
と
も
慕
容
庇の
攻
撃
に
よっ
て
手
痛い
打
撃
を
蒙っ
て
お
り 、
特に
宇
文
氏
は
氏
族の
存
亡
を
か
けて
も石
勤
政
権
と
連
携
す
る
必
要
が
あ
り 、
連
絡
的
意
味
合い
か
ら
も
長
期
滞
在
を
余
儀
な
く
さ
れて
い
たこ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る 。
〔C
グル
ー
プ
の
朝
貢〕
すで
に
前
節で
述べ
た
通
りで 、
その
余は
詳
細を
欠
き
不
明で
あ
る 、が
B
グ
ル
ー
プ
と
共
通の
性
格
を
もっ
可
能
性
も
推
測
で
き
る 。
し
台、
し 、
もは
や
粛
慎
説
話が
重
視
さ
れ
る
時
代は
過
ぎ
た。
北
朝
を
中
心
と
する
周
辺
諸
民
族・
諸
国
家の
対
応
関
係が
さ
ら
に
陪・
唐の
巨
大な
統一
国
家に
継
承
さ
れ
る
と
き 、
東
北ア
ジ
ア
史
自
体に
も
白か
ら
な
る
変
化
と
対
応
が
要
請
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る 。以
上
の
試
論
的
ま
と
め
を
付
し
た
上
で、
再
び
B
グ
ル
ー
プ
に
焦
点
を
絞っ
て
以
下
の
結
論
を
導
き
大
方の
ご
批
判
を
仰
ぎた
い 。
五
胡
十六
国の
時
代
は
さ
ら
に
引
き
続
く
南
北
朝
対立の
先
駆
的
時
代
と
し
て
把
え
一
九
粛慎の
活矢に
関する一
試論
ら
れ、
遼・
金・
元
な
どの
征
服
王
朝と
比
較し
て
も
ま
だ
未
成
熟な
段
階・
潜
入
王
朝
と
し
て
把
握
さ
れ
一位
そ
れらの
最
大の
要
因は
胡
族
政
権の
族
的
分
裂H
遊
牧
的
遺
制と
残
留
漢
人の
政
治
的
文
化
的
指
導に
よ
る
遊
牧
的
遺
制の
喪
失の
相
魁
に
よ
る
とい
わ
れる。
従っ
て
こ
の
時
代
を
胡
族
風・
漢
族
風
国
家と
表
現
するこ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う 。
一
方に
お
い
て
こ
の
漢
族
風
を
ど
う
胡
族
風に
と
りこ
ん
で
い
く
か
とい
うこ
と
が 、
中
核
支
配
種
族の
最
大の
命
題で
あっ
た
に
違い
ない 。
筆
者は
かつ
て
中
国
的
礼
楽
制
度が
五
胡
諸
国の
中に
ど
う
と
り
入
れら
れた
か
の一
一地
を
考
察
した
一二九が、
そ
れらの
作
業を
通し
て
周
辺
諸
国
家
支
配
者の
自立
的
意
識
を
中国
文
化
史上
に
応
用しよ
う
とし
た
態
度を
伺
うこ
と
が
で
きた 。
最
近 、
坂
元
義
種
氏は
南
朝
特
四O
に
宋を
中心
と
した
倭
国
及び
周
辺
諸
国
家の
交
渉
を
考
察さ
れ、
と
り
わ
け
官号
授
与
を
め
ぐる
高
低の
関
係を
通じ 、
「
高
句
麗・
百
済・
倭・
吐
谷
海・
宕
昌
の
諸
国
は 、
柔
然
や
武
都を
含め
て
い
ず
れも 、
潜
在
的に
は 、
北
親
を
封じ
込め
る
目
的
を
もっ
て 、
南
朝に
よっ
て
組
織さ
れた一
大
国
家
連
合で
あっ
た
と
み
な
して
よ
か
ろ
四一う」
と
結
論
さ
れ、
問
封
体
制
下の
国
際
関
係
を
明
ら
か
にさ
れた 。
B
グル
ー
プ
の
第
八
回
朝
貢が
そ
れに
該
当
する
か
の
よ
うで
あ
る。
し
か
し
な
が
ら
五
胡
政
権
下に
お
い
て
は 、
こ
れ程
整
備さ
れた
関
係
を
もつ
こ
とは
不
可
能で
あり 、
その
関
係は
時に
乱
反
射的で
さ
え
あっ
た 。
し
か
も
その
紐
帯に
漢
文
化
的
伝
統を
援
用
するこ
と
が
あっ
た
と
して
も 、
そ
れは
い
わ
ゆる
胡
族
風
国
家の
自立
性
維
持の
補
完
物と
して
あ
り 、
二
重
構
造
下の一
面を
示
す
もの
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。
そ
れに
も
増し
て
内
実は
相つ
ぐ
国
家
間の
闘
争に
よ
り
大
半は
坐
折
して
いっ
た
の
で
あ
る
が 、
こ
うし
た
北
族
相
互
の
関
係は
東
夷
諸
国
を
含め 、
その
地
理
的
環
境か
ら
文
献に
表わ
れる
以
上
に
濃
密な
もの
が
あっ
て 、
回一
お
い
て
受
け
継
が
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
粛
慎
の
桔
矢
は
後
超
石
勤
政
権
南
北
朝
時
代に
も
北
朝に
C 
下
に
お
い
て 、
当
時の
国
際
関
係を
め
ぐ
り 、
中
国的
説
話を
独
自に
止
揚し
た
とこ
ろ
で
再
検
討さ
れるべ
き
もの
と
考
えるの
で
あ
る。
注
漢
書
巻
九
九・
王
葬
伝一万
始五
年王
奔
奏上
文に
「
大
后
乗
統
数
(略)
越
裳
氏
重
課
献
白
雑 。
菅(
支
自三
蔦
里
貢生
犀 。
東
夷王
度
大
海 。
奉
園
珍」
と
四
夷の
来
貢をいい 、
同
巻
二一・
平
帝
紀同
年の
条
に
「越
裳
氏
重
課
献
白
雑一 。
黒
矯
二 。
詔
使三
公
以
薦
宗
廟 。
群
臣
奏
言 。
大司
馬
王
奔
功
寵
比
周
公 。
競
安
漢
公」
と
あ
る。
組問に
お
ける
司
馬
氏の
禅
譲
策
動は
すで
に
司
馬
誌の
時に
起き
れ、
以
後三
国
志
親
志・
晋
書に
は
各
種の
瑞
祥
記
事
(白
鹿 、
居一耳
亀 、
青
竜 、
白
竜 、
黄
竜の
貢
献 、
粛
慎
貢
献
も
そ
の一
つ
と
して)
が
挙
げ
ら
れ 、
現の
正
始
元
(二
四
O)
年
に
は
「
春正
月
東
倭
重
課
納
貢 。
主局
番
危
須
諸
園。
弱
水
以
南
鮮
卑
名
主
皆
遣
使
来
献 。
天
子
掃
美
宰
輔 。
又
増
帝
封
邑」
(晋
書
巻一)
と
相
国
府
の
実
力
を
示
し
て
い
る。漢書
巻六・
武
帝
紀
元
光
元
年
賢
良へ
の
詔に
「周
之
成
康
刑
錯
不
用 。
徳
及
烏
献
晶弘
通 。
四
海 、
海
外
粛
一首
(慎)
-
北
護@
渠
捜・
呂・
莞
徳
服」
と
ある。
四
史
記
巻
四
七・
孔
子
世
家
粛
慎
之
矢
注に
「正
義
日
粛
慢
圏
記
云
粛
慣
其地
在
夫
徐
園
東
北
河
六
十日
行。
其
弓
四
尺
強
勤
考
射
四
百
歩
(略)」
と
あ
り 、
こ
れ
に
つ
い
て
は
池
内
宏
著
「
満
鮮
史
研
究上
世
編」
(昭
和一一
六
年)
所
収
「
粛
慎
考」
に
おい
て
翰
苑の
潅
公
叡の
注
や
太
平
御
覧な
ど
を
もと
に
詳し
く
論
証さ
れ 、
親
略
成
立
以
後の
もの
と
さ
れる。
五
歴
史地
理-
七
l一
(一
九一
一
年一
月)
所
収 。
後
「
白
鳥
庫士口
全
集」
第
四
巻に
収
載 、
な
お
日
本
史
上の
粛
慎につ
い
て
は
カ
ラ
フ
ト
を
根
拠
と
し
て
北
海
道
に
侵
攻し
た
民
族と
し 、
ア
イヌ
一語 、
ギ
リ
ヤ
l
グ
一語 、
ツ
ン
グ
1
ス
語か
ら
解
釈
さ
れ
た 。
」ー
ノ、
鳥
居
竜
蔵
氏
「
抱
婁は
粛
燥
な
り」
(
東
京
人
類
学
会
雑
誌
二
三一
号・
一
八
九
六)
お
よ
び 、
布
施
千
造
氏
「
鳥
居
龍
蔵
氏に
答ふ」
(
向
上
二一
回
号・一
八
九
六)
参
照 。
七
その
後
前
注
四
に
所
収 。
同三
八
九
l四三
七
頁 、
以
下
池
内
論
文
とい
う
が 、
同
論
文に
お
い
て
は 、
本
稿に
か
か
わ
る
貢
献
記
事
関
係の
考
証の
ほか 、
先
ず 、
括
矢・
石
努の
「
満
州」
民
族に
おい
て一
般に
用い
ら
れ
た
歴
史
的
状
況
を
史
料
に
基
き
紹
介
さ
れ
て 、
後
世に
お
い
て
も
高
麗
或い
は
東
女
真が
大
量の
桔
矢
を
中
国
に
貢
献し
てい
るこ
と
を
論
じ
ら
れ 、
つ
い
で
桔
矢
が
桔
木-を
素
材とし、
桔
木
は
東
北
中
国の
特
産で
な
く
華
北に
も
植
生
さ
れ
る
もの
で
あ
る
た
め 、
戦
国
時
代
に
使
用
さ
れ
て
唐
代に
及び 、
顔
師
古に
よ
れ
ば
「
其
木
為
精
子
也」
(
前
漢
書
巻
二
七・
注)
と
称
さ
れ
た
と
あ
る 。
袈は
南
方
諸
民
族に
も
使
用
さ
れ 、
その
地に
産
出し
た
製
鉄
材
料
とし
て
の
鉱
石
に
当
り 、
中
原に
お
い
て
は
早
くか
ら
廃れ
た
石
鎮の
こ
とで
東
北
中
国に
おい
て
も
特
産さ
れ
たこ
と
を
諸
史
料
を
あ
げて
紹
介
さ
れ
て
い
る 。
/\ 
「
市
村
博
士
古
稀
記
念
東
洋
史
論
叢」
(
昭
和
八
年
・
富
山
房)
所
収。
九
日
本
史
上の
粛
慎
につ
い
て
の
研
究で
は
前
注
五
の
他 、
津
田
左
右士口
氏は
「
粛
慎
考」
〈
文
学
思
想
研
究
ご
了一二(
大
正一
四
年一
O
月
l一
五
年
六
月 、
後
「
津
国
左
右士口
全
集」
第二
巻
「日
本
古
典の
研
究」
下
「
際
神
天
皇か
ら
後の
記
紀の
記
載」
付
録
第二
(
昭
和一一
八
年一
一
月)
に
所
収)
で
中
国
古
代の
粛
慎は
「
東
粛慎の
桔矢に
関する一
試論
北
方に
営
る
極
遠の
夷
族で
あっ
て」 、
日
本
の
粛
慎
は
「
や
は
り
東
北
の
は
て
で
あ
り 、
遺
境の
蝦
夷
と
は
地
理
的に
隔
離し
て
い
る
極
遠の
夷
族で
あ
り」 、
「
渡
島
の
部
落
を
呼
ぶ
に
営っ
て
偲
借
擬
用」
し
た
もの
と
さ
れ
た 。
最
近で
は
山口
修
氏
が
「
蝦
夷と
粛
慢
と」
(ち
く
ま
第
十二
号一
九
七
O
年
四
月)
で
小
文
な
が
ら
日
本の
「
み
し
は
ぜ」
を
「
北
海
道の
住
人で
あ
ろ
う」
と
さ
れ
て
い
る 。
。
近
著の
「
文
物」
一
九
七
四
年
七
月
号で
馬王
堆三
号
基
出
土の
弓
矢
を
紹
介
し 、
弓につ
い
て
は
木
弓が一
・
四
五m
と一
・
四二m 、
竹
弓が一
・一一
六m
と
一
・
一
三m 。
矢は
六
八・
五
回の
物
十二
本、
八
二・
四
四の
もの
十二
本
と
記
録
(
四
四
頁お
よ
び
図
版
二ニ)
さ
れて
い
る 。
こ
れ
が
漢
代
江
南の
弓
矢で
あ
る
と
し
た
場
合 、
一
説に
東
夷の
夷は
大
と
弓
と
い
う
字か
ら
な
り
たっ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が 、
粛
慎は
と
もか
く 、
抱
婁 、
勿
吉
な
どの
弓
矢が 、
お
そ
ら
く
は
湾
器
用で
あ
ろ
う
が 、
矢につ
い
て
尺
八
寸
と
か
尺二
寸
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
非
常に
短
か
く 、
狩
猟
用
と
し
て
の
使
途
面が
伺
え 、
こ
れ
らの
風
俗
を
通
して
古
代
東
北
中
国
を
含め
た
い
わ
ゆ
る
東
夷の
方
向
につ
い
て
さ
ら
に
検
討を
重
ね
るべ
きで
は
な
か
ろ
う
か 。
前
注七
池
内
論
文
(四一一一
頁)
に
よ
り
太
康と
す
る
の
が
妥
当で
あ
る 。
山
海
経
郭
嘆
注
(
本
文
後
記
参
照)
で
は
太
興三
年と
す
る 。
前
注七
池
内
論
文
(
四一
四
頁) 。
なお
引
用
文の一
部は
当
用
漢
字
に
改
め
た四
前
注
池
内
論
文
(
四一
八
頁〉 。
一
五
晋
書
巻三
九・
王
淡
伝
参
照 。
一
六
晋
書
巻六
二・
劉
混
伝
参
照 。
七
例
え
ば
晋
書
巻一
O
四・
石
勤
載
記に
よ
れ
ば 、
王
淡の
司
馬
辞
統
が
花
陽に
粛慎の
倍矢に
関する一
試論
鎮
し 、
渡に
反し
て
石
勅に
使
者
を
送
る
と
石
勤は
直ち
に
その
使
者
を
斬
り 、
い
で
王
波
征
討の
た
め
幽
州へ
向
う
途
中 、
石
勃の
主
簿で
静
統の
弟
按
輸
を
「
世
軍
謀」
を
恐
れこ
れ
を
殺し、
さ
ら
に
王
没が
降る
と
潜
統は
「
以
不
忠
干
没」
に
よ
り
他の
漢
人と
共
に
殺
さ
れ
る 。
こ
れ
に
反し 、
王
波
輩
下
の
鮮
卑
段
氏
に
は
早
く
か
ら
庇
護
を
加
え 、
さ
ら
に
主
波と
共
に
降っ
た
烏
桓につ
い
て
も
裏
国
に
遷
す
な
どの
例
が
あ
る 。
J\ 
耳目
書巻一
O三・
劉
隠
載
記
参
照 。
九
拓
政
氏
の
国
家
形
成
の
過
程
につ
い
て
は
船
木
勝
馬
氏
「
鮮
卑
史
序
説」
(
白
山
史
学
第一
O
号) 、
同
「
後漢
後
期の
鮮
卑につ
い
て
|
檀
石
塊
時
代
を
中
心
と
し
て
l」
(
東
洋
大
学
紀
要
第一
九
集) 、
同
「
北
説
建
園
期に
お
ける
州
郡
牒の
設
置につ
い
て」
(
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
第
二
四
集) 、
同
「
拓
政
部の
華
北
支
配へ
の
遭」
(ア
ジ
ア・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
研
究
年
報一
九
七
O)
な
ど
の一
連
の
論
考の
他 、
田
村
実
造
氏
「
代
園
時
代の
タ
グパ
ツ
政
権」
(
東
方
学
第
十
輯) 、
河
池
重
造
氏
「
北
親王
朝の
成
立
と
その
性
格につ
い
て」
(
東
洋
史
研
究一
二
|五)
な
ど
を
参
照 。
二
O
説
書巻一
O三・
旬奴
宇
文
莫
塊
伝に
「
恵
帝三
(三
二
四)
年
乞
得
翁
屯
保
涜
水」
と
あ
り、
資
治
通
鑑巻
九
五・
東
晋
大
寧三
(三
二
五)
年の
条
に
は
同
事
件
を
記
し
て
「(
幕
容)
魔
遣
其
子
就
(
略)
(
字
文)
乞
得
蹄
拠
涜
水」
と
ある 。
溌
水
をシ
ラ・
ム
レ
ン
と
す
る
につ
い
て
は
白
鳥
庫士口
氏
「
東
胡
民
族
考」
(一一)
(
史
学
雑
誌一一一
|七・
後に
白
鳥
庫士口
全
集
第四
巻に
所
収)
の
『
作
奨
水
(
鶴
繁
水)
』
の
項
参
照 。
五
胡
十
六
国
時
代の
研
究
と
し
て
は 、
概
説
と
し
て
岡
崎
丈
夫
氏
「
魂
晋
南
北
朝
通
史
」
(
弘
文
堂
昭
和
七
年
・
後
再
刊)
を
始め
と
し
て 、
内
田
吟
風
氏
「
旬
奴 ず〉
氏
研
究」
WH
五
胡
乱
及び
北
魂
時
代の
旬
奴
(
創
元
社
昭
和
二
八
年) 、
東
木
政一
氏
『
旬
奴
国
家
「
漠
t一
の
国
家
の
性
格
』
(
淑
徳
短
期
大
学
学
報
一
O
号)
他、
谷
川
道
雄
氏
「
古
代
世
界
帝
園
の
崩
壊
と
五
胡
諸
園
家の
興立」
(
惰
唐
帝
国
形
成
史
論・
筑
摩
書
房
昭
和
四
六
年
十
月
刊
所収) 、
田
村
実
造
氏
「ボヨ
ウ
王
園
の
成
立
と
性
格」
(
東
洋
史
研
究一
一
ー一一)
等々
多
くの
論
考
が
あ
り 、
中
国
側
の
論
文
も
ある
が
今は
省
略
する 。
なお
近
刊の
川
勝
義
雄
氏
「
競正日
南
北
朝
史」
(
中
国
の
歴
史
第三
巻・
講
談
社
昭
和
四
九
年八
月)
は
江
南の
蛮
諸
族の
活
動に
も
注
目
し
て
い
る
が 、
蛮につ
い
て
谷
旦房
男
氏
「三
園
時
代の
蟹につ
い
て
孫
呉の
武
陵
蜜
針
策
を
中
心
と
し
て
|」
(
白
山
史
学
第一
五・
二ハ
号)
他の
専
論
が
あ
る。
漢
書巻
九
九・
王
奔
伝
始
建
国
四
ご
二)
年の
条
参
照 。
一一一一
一ニ
園
志巻
八・
公
孫
度
伝に
は
「
東
伐
高
句
麗
西
撃
烏
丸
威
行
海
外」
と
あ
り 、
一ニ
国
志
組問
志巻
八・
公
孫
淵
伝に
「
淵
途
自
立
信用
燕王 。
置
百
官
有司 。
遣
使
者
持
節
俵
鮮
卑
単
子
璽
封
拝
遺
民
誘
呼
鮮
卑 、
侵
擾
北
方」
な
どの
例
が
あ
る 。
二
四
国
志
説
志巻
二
八・
母
丘
倹
伝 。
二
五
晋
幸一百
巻
二
四・
地
理
志
平
州に
「
親
置
東
夷
校
尉
居
褒
平」
と
ある 。
一一
六
晋
書
同
右
平
州
遼
東
国
裏
平
注
に
「
東
夷
校
尉
所
居」
と
ある 。
二
七
池
内
宏
氏
「
音
代の
遼
東」
(
満
鮮
史
研
究
上
世
編
所
収)
参
照、
そ
の
他
箭
内豆
氏
「コ一
園
時
代の
満
州」
同
「
菅
代の
満
州」
(い
ず
れ
も
満
州歴
史
地
理
第
一
巻・
大
正
二
年
九
月
所
収)
を
併せ
参
照 。
二
八
鴻
家
昇
氏
「
慕
容
氏
建
園
始
末」
(
局
貢
半
月
刊三
|一
一)
の
他
に
注
二
一
田
村
氏
論
文
お
よ
び
谷
川
氏
論
文
「
慕
容
園
家に
お
け
る
君
擢
と
部
族
制」
(
第一
編
第2
章)
な
ど
参
照 。
二
九
拙
稿
「
慕
容
部の
漢
人
政
策につ
い
て
の一
考
察
|
前
燕
閣
成
立
以
前
を
中
心
一一一一一四0 
四四補
1 とし
て
i」
(
白
山
史
学
第
九
号
昭
和三
八
年)
参
照 。
。
大
沢
陽
典
氏
「
字
文
族
姓
孜」
(立
命
館
文
学
第二
六
五
号)
参
照 。
晋
書
巻一
O
八・
慕
容
魔
載
記に
「
於
是
東
夷
校
尉
封
抽
等
疏上
侃
府」
と
あ
り 、
封
抽は
魔の
股
肱
と
なっ
た
もの
で
あ
る 。
注
七
池
内
論
文
(四一一一
一良)
所
引
翰
苑
注
陸
翻
鄭
中
記
参
照 。
四
注
七
池
内
論
文
(
四三
二
頁)
参
照 。
一
五
北
斉
書
巻
四・
文
宣
帝
紀 。
ヱハ
注
七・
池
内
論
文
(四三
三
頁)
参
照 。
七
開内・
〉-
g，
言『。『
ぬ
己
一
呂田件。
弓
。同
n
E
D巾印。
ωon向。
q-
F
E0・
5
ぉ・
参
照、/\ 
前
注一
二
川
勝
氏
著
書
四二
頁
他
な
ど 。
九
拙
稿
「
礼
楽
よ
り
み
た
る
古
代日
本
と
中
園
との
交
渉
|
開
皇
七
部
伎の
定
置
と
倭
園
伎
と
をめ
ぐっ
て
!」
(ア
ジ
ア・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
研
究
年
報
一
九
六
六
年) 。
坂
本
義
種
氏
「五
世
紀の
日
本
と
朝
鮮
|
中
園
南
朝と
河
南王・
河
西
王、
宕
昌玉 、
武
都王
l」
(
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告・
人
文
第一一一
号 、
昭
和
田
四
年
十一
月) 、
同
「
倭の
五
王
ーその
遺
使
と
授
爵を
め
ぐっ
て
|」
(
朝
鮮
史
研
究
第
七
集)
他
な
ど 。
前
注
四
O
「
五
世
紀の
日
本
と
朝
鮮」
参
照 。
前
注一一
九
参
照 。
池
内
宏
氏
「
勿士口
考」
(「
瀬
鮮
史
研
究」
上
世
編に
収
載)
に
よ
れ
ば 、
勿
吉
族の
起
源は
「
故の
夫
徐
族の一
部で
あっ
て 、
そ
れ
が
夫
絵の
領
域の
港
境か
ら
粛
慎
の
結
矢
に
関
す
る一
試
論
頭
を
拾
げた
の
で
は
あ
る
まい
か」
と
さ
れ
る 、が 、
こ
の
勿士口が
粛
慎H
拒
婁と
い
か
な
る
関
係に
あ
る
か
は
明
瞭で
は
ない 。
た
だこ
の
勿士
口
も
桔
矢・
石
吾
を
有
し、
池
内
宏
氏
は
初め
て
北
貌に
通
貢し
た
延
興五
(
四
七
五)
年か
ら 、
最
後の
北
斉
武
平三
(五
七
二)
年に
い
た
る
まで
北
朝へ
の
朝
貢は
二
五
回
を
数
え 、
そ
の
う
ち
桔
矢
或い
は
桔
矢・
石
砦
を
献じ
た
例
が
六
回
あ
る
と
指
摘
さ
れ 、
「
吉
林
の
東
方 、
張
康
歳
嶺の
山
脈を
隔て
た
瑚
爾
曙
河の
流
域は
古
来
担
婁の
住
地
で
あ
る 。
(
略)
さ
うし
て
惰
唐
時
代の
粟
末
聴
鴇の
住
地
に
比
定せ
ら
れ
る士
口
林
附
近
は 、
北
麓の
延
輿五
年
(
西
紀
四
七
五)
を
朔るこ
と
遠か
ら
ざ
る
頃、
勿
吉の
掘
起
し
た
地で
ある
が 、
前
表に
示
す
如
く
(
略)
勿士口 、が
(
略)
桔
矢・
石
署
を
貰
し、
其の
後
も
屡々
同
じ
貢
物を
献じ
て
ゐ
る
の
は 、
(
略)
こ
れ
は
太
和
十
八(
西
紀
四
九
四)
年
北
方
阿
勃
楚
培地
方の
夫
徐の
王
家
を
駆
逐
す
る
数
年
前 、
既に
東
方の
濡
慣
(
描
婁)
を
服
属せ
し
め
た
こ
と
を
物
語る
もの
で
あ
ら
う」
(
満
鮮
史
研
究
上
世
編五
一
五
頁)
と
さ
れ
る 。
とこ
ろ
で 、
こ
の
勿
吉は
東
魂の
武
定五
(五
四
七)
年
まで
朝
貢
あっ
た
もの
が
北
斉
に
なっ
て
全
く
と
だ
え 、
た
だ
武
平
一一
(五
七
二)
年に
至っ
て一
回
を
記し
そ
れ
以
後の
記
録
を
絶っ
て
い
る 。
一
方
こ
の
勿
吉
と
同
民
族
異
部
落
(
津田
左
右士口
氏
「
勿士口
考」
満
鮮
史
研
究
地
理
歴
史
研
究
報
告
第一
冊
後に
全
集
第
四
巻
所
収)
の
韓
間判が
北
斉
河
清二
(五
六
三)
年
か
ら
朝
貢を
開
始し、
以
後
勿士日は
鞍
輯
と
し
て
知
ら
れ
る 。
こ
の
間
際
を
縫
う
よ
う
に
し
て
北
斉へ
の
粛
慎
朝
貢が
記
録
さ
れ
た
訳で
あ
り 、
池
内
宏
氏は
津
田
左
右
吉
氏
説
を
と
り
入
れ
「
粛
慢の
来
献は 、
そ
れ
に
依っ
て
此の
部
族
が
北
魂
時
代
以
来の
勿
吉の
寵
幹を
脱
し
た
為
め
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
か
ら
で
あ
る」
(
満
鮮
史
研
究
上
世
編五一
八
頁)
と
さ
れた
が 、
鳥
山
喜一
氏
は
勿
吉の
武
平三
年
朝
貢
記
事
を
含め 、
「
津
田
博土
は
こ
れ
を
古
き
勿土口
部
落が
旧
慣を
保
持せ
ん
が
た
め
の
粛
慎
の
楕
矢
に
関
す
る一
試
論
朝
貢と
説
明
さ
れ
た
が 、
余は
む
し
ろこ
れ
を
史
官の
尚
古主
義の
さ
か
し
ら
と
考
え
る
の
が
妥
当で
は
ない
か
と
推
測
する 。
こ
れは
同
じ
く
北
斉の
天
保五
年
(西
紀
五
五
四
年)
に
粛
慎
が
記
録
さ
れて
い
るの
と
同
様の
心
理
と
見る
の
で
あ
る」
(
鳥
山
喜一
氏
「
溺
海
史
上の
諸
問
題」
第一
章
八
頁)
と
さ
れ
た 。
桔
矢が
抱
婁
の
地
に
限
定さ
れ
る
特
産
品で
あ
れ
ば
と
も
角 、
桔は
華
北
を
含
む
北ア
ジ
ア
に
広
二
四
〈
植
生
し
(
池
内
宏
氏
「
粛
慢
考」)
、
し
か
も
勿
吉に
お
い
て
も
本
論二
節に
紹
介
し
た
如
く一
尺二
寸
程
度の
箭
と
石
銑
を
使
用し
て
い
たの
で
あ
る
か
ら 、
津
田
H
池
内
説
必
ず
し
も
必
要
な
く 、
東
北ア
ジ
ア
に
お
ける
桔
矢・
石
署
使
用の
範
囲
を
確
認で
き
れ
ば
よ
い
の
で
は
ない
だ
ろ
うか 。
